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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /IIOEj 


八ードウエア編 

本装置の八ードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能（102ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続（110ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （1 1日ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （124 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （1 目日ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
じついては「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (177 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まについて説明しています。 

リセットとクリア （203 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みラインと I / O ポートアドレスに07ぺージ） 

1/0ポートアドレスや割り込み設をについて説明しています。 

RAID コンフイグレーシヨンに 09 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方まについて説明しています。 


0NL-4140dN- 11 0Ej-000-02-0606 





102 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本体のを部のを称を夕じ示します。 


本巧前面 


増設ス□ット1 増設ス□、ソト2 
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(1) フ□ントマスク 

装置前面を保護するカバー（^130ぺージ)。 

(2) CD-ROM ドライブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う（^に2ぺージ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための 
オープン/ク□ーズボタン、ディスクへのアクセ 
ス状態を表示するアクセスランプ（アクセス中は 
オレンジ色に点灯）、トレーを強制的にイジェク 
卜させるための強制イジェクトホールが装備され 
ている。 

(3) 己.2己インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションの DAT ドライブや 
M 0 ドライブなどを取り付ける場所卜15日ぺ一 
ジ）。 DVD - RAM ドライブや内蔵 AIT ( IDE ) を取り 
付ける場合は、一番下のベイに実装して<ださ 
し、その際に CD - ROM ドライブは増設ス□ット1 
に移動させてマスタ接続してください。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵の八 ー ド ディ スクドライブじアクセスし 
ているときに緑色に点灯ずる（一108ページ)。内 
蔵八ードディスクドライブをオプションボードに 
接続している場合は装置に添付の LED ケーブルを接 
続することじより点灯する（一14日、142ぺ一 
ジ)。 

(已） POWER/SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する（^108ぺ一 
ジ）。省電カモード中は緑色に点滅する。 


(巨） POWER/SLEEP スイッチ 

本体の電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 ON の状態になる。もう一度押す 
と OFF の状態になる（一115ページ)。 

0 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 

(7) 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入して、デー 
夕の書き込み/読み出しを行う装置（^に〇ぺ一 
ジ)。 

ドライブには、フ□、ソピーディスクをイジェクト 
するためのイジェクトボタン、フ□、ソピーディス 
クへのアクセス状態を表示するアクセスランプ 
(アクセス中は緑色に点灯）が装備されている。 

(8) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

(9) スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（^に7ぺージ)。 

(10) 八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブを取リ付ける場所 
132ぺージ)。 

(11) リリースタブ（フ□ントマスク側面に4個） 

フ□ントマスクの□ックを解除するタブ（一13日 
ページ)。フ□ントマスクを取りかずときに押す。 




104 各部のを称と機能 


本付:背面 


(5) (4) 



(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（^112ぺージ)。 

(2) 固定ネジに個） 

左側のサイドカバーを取り外すときにかすネジ 
(一に7ページ）。 

(3) 讀体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止ずることができる。 



(4) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続する（一112ページ)。 

(己）キーボードコネクタ 

添付の丰ーボードを接続する（一112ページ)。 


(6) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
1にページ）。 

対応ずるソフトウェア（ドライバ）が必要です。 

(7) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一112ページ)。なお、本体標準のシリアルポー 
卜は専用線接続は不可です。 

(8) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する（一112ページ)。 

(9) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続ずる（一112ページ)。 

(10) LAN コ，、クタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
コネクタ（一112ページ）。 

(11) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一108ペー 
ジ)。 

(12) UNK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプト108 
ページ）。 
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本巧巧部 



(1) 電源ユニット 

(2) CPU ヒートシンク 

(3) メモリ （DIMM) 

(4) CD-ROM ドライブ 

(己）己.2己インチデバイスベイ（下のス□ット 
に CD-ROM ドライブを標準装備） 

(6) 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 


(7) 八ードディスクドライブベイ 

(8) 冷却フアン（フ□ント） 

(9) PCI ガイドレール 

(10) 3 .己インチ八ードディスクドライブ（オプ 
シ ヨン） 

(11) マザーボード 

(12) 冷却フアン（リア） 






























































































































































106 各部のを称と機能 


(14). 


酷 


整 





(1) プ□セ ッサー ソケット 

(2) 電源コネクタ 

(3) DIMM ソケット（末尾の数字は DIMM 番号 
を术す） 

(4) 冷却ファンコネクタ 

(4)-1 CPU ヒートシンクファン用 
(4)-2 リアファン用 
(4)-3 使用しません 
(4)-4 フ □ン トフ ァン 
(4)-5 使用しません 

(己）シリアル ATA コネクタ（末尾の数字は 
DIMM 番号を示す） 

(6) リチウムバッテリ 


(7) CMOS コンフイ グレーショ ンジヤンパ 

(8) IDE コネクタ 

(9) RMC コネクタ 

(10) フ□ッピーディスクドライブコネクタ 

(11) スイッチ / LED ケーブル用コネクタ 

り 2) シリアルポート B コネクタ（オプション用) 

(13) PCI ボードス□ット 

(13)-1 64- bit /133 MHz PCI-X 
(13)- 2 64- bit /133 MHz PCI-X 
(13)-3 PCIexS 

(13)-4 PCIex 1(ただしコネクタは x 8) 

(13)- 5 32- bit /33 MHz 

(14) が部接続コネクタ 
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ランプ表示 


本体のランプの表示とその意□ホは次のとおりです。 



ドライブデバイス実装キットを5インチデ 
バイスベイに搭載して購入した場合 



本体背面 














































































































































108 各部のを称と機能 


P0WER/SLEEP ランプ 

本体の電源が ON の間、緑色に点なします。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の P 0 WER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一を時間じ(上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
をしたり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります)。 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押すと元に戻り 
ます。 


DISK アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。フ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞ 
れにセツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HU 目に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている闇、点灯します （ LINK ) 。ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


1000/100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T (1 Gbps ) ch 100 BASE-TX (100 Mbps ). 10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。穫色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点なしているときは 100 BASE - TX で動作していることを示します。消なしているときは、 
1 0 BASE - T で動作していることを示します。 
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Disk ランプ 

ビルド•トゥ•オーダーで5インチデバイスの取り付けス□、ソトを2つ持った5インチベイを搭 
載したモデルの場合、そのス□、ソトに SCSI ホ、ソトプラグに対応した専用の八ードディスクド 
ライブを3台搭載できる HDD ケージを取り付けることができます。 

搭載する八ードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表示と機能は次のとお 
りです。 



• 緑色に点な-点滅 

八ードディスクドライブに電源が供給されていることを示します。点滅でディスクへの 
アクセスが行われていることを示します。 

• アンパ’一色に点な 

八ードディスクドライブが故障していることを示します。 




ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS ) を構成している場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを 
交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ディスクの交換は 
ホ、ソ トスワップで行えます）。 


• アンバー色にゆっくりと点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは緑色に点なします。リビルドに失敗するとランプがアン 
バー色に点なします。 


wO リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次のを 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在ずる場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 









110 設置と接続 


設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A を意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

Q 

明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指定似がの場所に設置-保管しない 


本体の設置じふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 


L ソ下の環境条件を 
満たした場所 
く動作時> 

室内温度：10で〜3己で* 
湿度： 20%~80% 

温度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 
く休止時> 

室内温度：己で〜40で* 
湿度：100/〇〜80〇/〇 
温度勾配：±1已で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 


室内温度1己 t； 〜2己での 
範囲び保てる場所での 
使用をお勧めしまず。 


マウスやディスプレイ装置 
のケーブルび届く場所 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 





腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類のお<や薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 



物の落下が考えられる場所。 





本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 






































































112 設置と接続 



本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の國は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントじつ 
なげます。 



警告 


A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定 m がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


wO • 本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
raa し ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• ヴードパーティの周辺機器およびインタフエースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用できることをあ5かじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用できないもの 
ちあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーボード/マウスや PCI ス□ットに増設したボードに接続した 
ケーブル （LAN ケーブルなど）の着脱を防止ずるため効果びあります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されていまず)。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「A」 マークをちに向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続ずる場台は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
で < ださい。 



対応するドライバが必要です。 






























































114 設置と接続 


電源コード 

添付の電源コードを接続します。 





• 本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にあるサービスコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 



ご使用時にバッテリ 
接続コネクタを接続 
してください。 

移設等で移動ずる際 
は外してください。 


• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設を変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC 丄 INK 」 を還が 
し、適切なパラメータ値に変更してください。詳しくは195ぺージを参 
照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面じある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


W-0 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってか5電源 
を ON にしてください。 


1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


4/^ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
巨!^ は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC □ゴ」が表示され 
ます。 


「 NEC 」 □ゴを表示している闇、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 POST の 
チェック」をご覧ください 。 POST 
を完了すると OS が起動します。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 278ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （187 ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要ホしているためのものでず。 

オプションのマニュアルにある説明を確認してか5何かキーを}甲してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外しをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびあります。 

この場 S まく Fl> キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設を方まやパラメータの機能じついては、177ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 本体標準装備のシリアル ATA インタフェースを使用した八ードディスクドライブ 
のディスクアレイ機能を有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。 

Press <C t r L ><A> for Adaptec RAID Configuration Utility! 

ここで < Ct 「 l > 羊一とく A > キーを押すと八ードディスクドライブの RAID を構築ずるた 
めのユーティリティが起動します。設を值やユーティリティの詳細については209 
ページを参照してください。 


己.続いて本体にオプシヨンの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BI 日 S を持ったコ 
ント□-ラを搭載している場合は、巨 I0S セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自 
動的に続けます)。 

く例： SCSI 目 I 0 S セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL> く A> for SCS I SeLect(TM ) UtiLity! 

ここでく Ctrl > 丰一とく A > 丰一を押ずとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設定 
値やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 機器を取りがけた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. 巨 I0S セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にしてください。 

w"0 OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでください。 
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8. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容じよってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


wO 保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. P 日 WER / SLEEP ランプが消口したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)じすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER / SLEEP スイ、ソチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態じなります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイ、ソチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 



P 面 


省電カ モー ドへの移行、または省電カ モー ドからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設定!によって異なります。また、省電 
カモー ド中の動作 レベルは、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設定!に 化 
存します。 


w "0 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードか5復帰する際に元のが態に復帰できない場合びありま 
ず。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク C 720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び化します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付の説明書を参照してフ□、ソ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中に 
取り化すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものでず。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き a んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで<ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保をしている内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソピーディスクは、読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは、書き込み時 W 外 
はライトプ□テクトをしておくようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで行います。 



書き込み不可書き込み巧 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み化し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
A / C ^ などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ降の説 

V 明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が ON (P 日 WER/SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. CD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの夕字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置<。 

4. オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセットされます。 

ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにオープン/ク□ーズボタンを 
押してトレーをイジェクトし、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に点な 
しているときは、ディスクにアクセスしていることを示します。この闇、オープン/ク□ーズ 
ボタンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 


ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
化します。 


1 .P 日 WER/SLEEP スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER/SLEEP ランプ消 
'打）にする。 
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2. 直径約 1.2 mm、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引を伸ばして代用でを 
る）を CD-R 日 M ドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 




1 _ 1 


HDJrmrnill ^ 





強制イジェクト ホール 


強制イジェクト ホールの 位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 


m 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引さ出す。 

4. ディスクを取り出す。 

己.トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器 I こおける再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

参车ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き a まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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巧蔵オプシヨンの取り巧け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 

置 a 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使つ 
てシステムをアップデートしてください （57 ページまたは90ページを 
参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A A 

底戀 

®(g) 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミち意 



AA 

AG 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 
参高温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 日 S からシャツトダウン処理をす 
るか P 日 WER / SLEEP スイッチを 
押して本体の電源を日 FF 
( POWER / SLEEP ランプ消な） 
にする。 



2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 



3 . 


本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイ ドカバー 

本体にオプションを取りがける（または取り外す）ときはレフトサイドカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカバーを取り外します。 



3. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に巧りたた 
む。 



4. ち側のカノ く一が底面を向くよラに 
して本体を横置さにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 
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取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に磕実に差し込まれていること 
を磕認してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
バー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカバーを確実に取りがけることができません。 


本体上面側の 

フック フックの差し込かバ フックホミ I っか 



レフト サイ ドカバーの 裏側 本体の フレーム 


最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカバーを取りがけます。 



ネジ 
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フ□ントマスク 

八ードディスクドライブや 5.25 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフ〇 
ントマスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順じ従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1 . 126ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


3. フ□ントマスクの左側にあるリ 
リースタブ （4 力所）を引き、夕 
ブが本体のフレームから外れる程 
度に前面に少し引っ張る。 



wO 前面に引っぱりすざるとフ□ントマスクのち側を固定しているフックを破損 
してしまいます。少しだけ引き出してください。 


4. フ□ントマスクをちへスライドさ 
せ、本体ち側の フレームに 引っか 
かっているタブを外して本体から 
取り外す。 
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取り付け 

フ□ントマスクは「取り外し」の逆の手順で取りがけることができます。フ□ントマスクのち 
側にある4つのタブを本体前面の穴に差し込んでから左側を本体に向けて押し、リリースタブ 
で□ックしてください。 
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八ードディスクドライブ 
(3 台目 - SCSI ID 2 -終端 
抵抗 OF 。 

八ードディスクドライブ 
に台目 - SCSI ID 1 • 終端 
抵抗 OF 。 


八ードディスクドライブ 
(1 台目 - SCSI IDO -終端 
抵抗 OF 。 



3.5 インチ八ードディスクドライブ 

本体の内部には、八ードディスクドライブを最大4台取りがけることができます。 


• 薛社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ード 
ディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれびあります。また、 
これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中で 
ち有料となります。 

• SATA 八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 
2台1組で構成される RAID ドライブのいずれかで使用することびできま 
す 。 Linux OS をご使用の場合はご使用のディストリビューシヨンによ 
り、単一の八ードディスクドライブ構成での使用に制限事項びありま 
す。詳綱まに xpress 已800 / Linux インス!ルげ行サービス説明書」 
を参照して < ださい。 


モデルによって搭載されている八ードディスクドライブのタイプが異なります。 


< SCSIA - ドディスクドライブ搭載の場合> 


八ードディスクドライブベイ 


< SATA 八ードディスクドライブ搭載の場合> 

八ードディスクドライブベイ 



Q 




n n on 己 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 

1 . 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 

〈SCSI 八ードディスクドライブ>'り苔載の場合〉 


増設台数 

設定 

取り付けるベイの位置 

1 台目で 

ID 0 

最下段 

2 台目で 

ID 1 

下から 2 段目 

3 台目で 

ID 2 

下から 3 段目 


*1 SCSI ディスクを搭載するにはオプションの SCSI コント□-ラまたは RAID コント□ー ラが必要。 
*2 終端抵抗の設定があるディスクは必ず OFF に設定して<ださい。 


〈SATA 八ードディスクドライブ搭載の場合〉 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

接続ずるマヴーボードの 
シリアル ATA コネクタ 

1 台目 

最下段 

シリアル ATA コネクタ 1 

2 台目 

下から 2 段目 

シリアル ATA コネクタ 2 

3 台目 

下から 3 段目 

シリアル ATA コネクタ 3 

4 台目 

最上段 

シリアル ATA コネクタ 4 



シリアル ATA 
シリアル ATA 
シリアル ATA 
シリアル ATA 


コネクタ 4 
コネクタ 3 
コネクタ2 
コネクタ1 


2. 


126ページを参照して取り外しの準備をする。 
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3. 127ページを参照してレフトヴ 
イドカバーを取り外し、フ□ント 
マスクを開<。 



4. A- ドディスクドライブをすでに搭載している場合は、 A- ドディスクドライブに 
接続しているインタフIースケーブルと電源ケーブルを外す。 


日.本体前面からドライブキャリアを 
固定しているネジ2本を外す。 


6. つまみを持ち、ドライブキヤリア 
を引を抜く。 





尸 
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7. A- ドディスクドライブを平らな 
場所に置き、ドライブキャリアを 
かぶせるよラに乗せる。 


8. ネジ穴を合わせてネジ（左ち2本 
ずつ）で八ードディスクドライブ 
をドライブキヤリアに固定する。 




J \- ドディスクドライブを固定ずるネジは、 J \- ドディスクドライブ添付のネ 
ジを使用してください。必要 m 上に長さのあるネジを使用すると八ードディス 
クドライブを破損ずるおそれがありまず。 


9. つまみを持って、ドライブキヤリ 
アを装置に取り付けネジ2本で固 
定する。 
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10. ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 





• SCSI インタフェースケーブルや電源ケーブルにキャップがされていた場 

合は取りかして<ださい（取りかしたキャ、ソプは大切に保管して<ださ 
し^)。また、使用しない電源コネクタ(こはキャップをし、リピートタイ 
で束ねて < ださい。 



• SCSI 八ードディスクドライブの SCSI ケーブルじある終端抵抗はじゃま 

にな6ないよう(こ配置してください。 



11. 本体を組み立てる。 

12. 巨I日 S セットアップユーティリティを起動して、巨 I0S から八ードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （ 177ページ)。 
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取り外し 

八ードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第 E 者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティング 
システムの「フオーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見 
えまずび、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたまま 
のが態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエ 
アにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 126ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外し、フ□ントマスクを開く。 

3. 「取り付け」の手順己〜目を参照してドライブキャリアを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順8を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

己.本体を組み立てる。 
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PCI ボード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを5つ用意しています。 



• PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか5ポードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対するま意については、12日ぺージで説 
明していまず。 


• □ングボードは PCI #日のみに搭載できます。また、実装する際には、 
マザーボード上の部品に接触しないよう、を意して実装してください。 


PCI ボードス□ツト#1 

PCI ボードス□、ソト#2 

PCI ボードス□、ソト#3 

PCI ボードス□、ソト#4 



PCI ボードス□、ソト#5 


マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 


型名 

製品名 

ス□ット 

PCI-X#1 

PCI-X#2 

PCIe#3 

PCIe#4 

PCI# 已 

備考 

64-bit/ 

133MHz 

x8 

レーン 

xl 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

ス□ットサイズ 

Full-height 

電圧 

3.3V 

x8 ソケット 

已 V 

搭載可能な 
ボードサイズ* 

シヨート 

- 

□ング 

N 8 103-65 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚搭載可能 

N 8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ 

〇 

〇 

— 

— 

— 

いずれかのボードを 

1枚搭載可能 
インタフェースの異な 
る八ードディスクドラ 
イブの混在は不可 

N 8103 -89 

SATA ディスクアレイコント□-ラ 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

N 8103 -93 

増設バッテリ ( SATA ) 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

N 8103 -89 用増設 
バッテリ 

N 8104-101 

高速回線ボード 

〇 

〇 

- 

- 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 

〇 

- 

- 

- 

いずれか1枚 (AFT 
時は同じボードを最 
大2枚）搭載可能 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -113 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104-111 

1日 0 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

- 

- 

〇 


N 8104 -86 

1日 0 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

- 

〇 

〇 

- 


N 8104 -94 

4回線音声- FAX 処理ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -95 

4回線音声処理ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 81 17-01 

増設 RS 232 C コネクタキット 



〇 

〇 

〇 

リモートマネージメ 
ントカード実装時に 
おいてシリアルコン 
ソール接続ずる場合 
に必須 


〇搭載可能 一搭載不可 

* ボードの奥行きサイズ。173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ)。 
* ブートさせる PCI ボードを実装する場合は、必ず PCI #1 に実装してください。 
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RAID コント□-ラの取り付けについて 

t (下の RAID コント□ーラをインス I -ールするために橫討すべきことを記載します。詳しくは 

RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

N 8103 -89 : SATA ディスクアレイコント日ーラ 
N 8103 -80 : SCSI ディスクアレイコント□-ラ 

参 インストールする RAID コント □ ーラの仕様にあった八ードディスクドライブとケーブ 

ルを用意してください。 

• 八ードディスクドライブの ID や終端設をを正しく設をしてしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルで必 
要となる台数分の八ードディスクドライブを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取りがけやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさくなり 
ます。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合はディスクアレイの構ぶ情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラボードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、「ソフ 
トウエア編」を参照してください。 

• RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の D に K アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボー 
ド上の LED コネクタと RAID コント□ーラボード上のコネクタに接続してください（詳し 
くは RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください）。 

• ブートさせる PCI ボードを実装する場合は、必ず PCI #1 に実装してください。 
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- N 8103 -89 


1 



赤色のケーブル 
を接続 

黒色のケーブル 
を接続 


- N 8103 -80 


黒色のケーブル 赤色のケーブル 

を接続 を接続 



• RAID の構築は適切な RAID コンフィグレーションユーティリティを使用してください。 
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© 


マザーボード側に 
接続するコネクタ 




赤色のケーブル 
を接続 


お妄糸咒 


黒色のケーブル 
を接続 


- N 8 03-65 


SCSI コント□ーラの取り付けについて 

N 8 103-/65/75/95 SCSI コント日ーラを取り付け、 SCSI 八ードディスクドライブを内蔵する 
場合はじ(下のことについて考慮してください。詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を 
参照してください。 

• インス I -ールする SCSI コント□ーラの仕様にあった八ードディスクドライブ慮大3 
台）とケーブルを用意すること。 

• 八ードディスクドライブの D や終端設定を正しく設定してしてください。 

• このボードの最大化力は 5 V です。 

• SCSI コント□ーラボードに OS がインストールされた八ードディスクドライブを接続す 
る場合は、番号のルさい PCI ス□、ソトから順番に取り付けてください。 

ブートさせる PCI ボードを実装する場合は、必ず PCI #1 に実装してください。 

• SCSI コント□ーラボードに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前面 
の D に K アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボード 
上の LED コネクタと SCSI コント□ーラボード上のコネクタに接続してください。 


@ 岡®じ抑柏与巧@ 


j|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|l|ll 


□ 


この面を装置上面 
に向けて接続する 


_ED 

コネクタ 



オプションボード側 
に接続するコネクタ 
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- N 8 103-75 



- N 8103 -95 



• 取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI 目 IOS ユーティリティを使用してボードや接 
続しているデバイスの転送レートの設をなどをします。設をの詳細とその方まについて 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 126ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


4. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーを 取り外す。 



取りがしたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 


日.ボードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアパネルをフレームのバネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかりと 
ボードを押し込む。 

□ングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にボードを合わせてか 
らス□、ソトに接続します。 


PCI ガイドレール 




<□ングボードの場合> 
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W -0 うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取り外してか5取 
■to り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとポードを破損ずるおそれ 
びありますのでミち意してください。 


6. 本体を組み立てる。 

7. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を化頼してください。 

8. 巨 lOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 


取り付け後の設定 

取りがけたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の目 IOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添がされているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設をしてください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にス车ャンをします。ボード I こ搭載さ 
れたオプション ROM 内に目 IOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 126ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ボードを取り外す。 

4. 本体を組み立てる。 

己.本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

目.巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 








146 内蔵オプションの取り付け 


DIMM 


DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります。 

メモリは最大 8 G 巨 （2 G 巨 X 4 枚）まで増設できます。 


• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそ 
れびありまず（これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 
ボードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に巧ずるを意については、12己ページで説明し 
ていまず。 


本体背面 



DIIMM #4 

DIIMM #3 

DIIMM #2 

DIIMM #1 


また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が早くなります。 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順唐や増設単位 
が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

- 取りがける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順唐はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

スロット！ 

ス□ット 2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

5に MB 

DIMM ( 標準） 

(未搭載） 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

5に MB 

DIMM ( 標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

5に MB 

DIMM ( 標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

512 MB 

DIMM ( 標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1 . 126ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. 左側面が上になるよラに本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


4. 

己. 


DIMM を取り付けるコネクタにある左ちのレバーを開く。 


DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
区て巧] の キーとキース□、ソト があります。 


两"〇 無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれびあります。まつす 
BM ぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については278ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して rAdvancedJ メニューの 「 MemoryConfiguration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （188 ページ参照)。 

1日 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

11. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は32ぺージを 、 Windows 2000の場合は、69ぺージ 
を参照してください。 









ハードウエア編 149 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 

区エック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 



2. 取り外す DIMM のコネクタの両側にあるレバーを左ちにひろげる。 

DIMM の□ックが解除されます。 

3. DIMM を取り外す。 

4. 本体を組み立てる。 

己.本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については278ページを参照してください。 

「 Advanced 」 乂 ニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。八ード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニユーの 「Memory 
Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは188ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は32ぺージを 、 Windows 2000の場合は、69ぺージ 
を参照してください。 
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ファイルデバイス 

本体には、 DVD - RAM ドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバ 
イスを取り付けるス□、ソトがあります。増設ス□、ソトは標準の状態で2ス□、ソトあります。 




• SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 
ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 


• オプションの IDE デバイスを取り付ける （ IDE 接続）場合は、 CD-ROM 

ドライブを増設スロット1に移動させ、オプションの IDE デバイスを CD - 
R 0 M ドライブが実装されていたスロットに取り付けてください (153 
ページ参照)。 


- 標準装備の CD - ROM ドライ义マスタ（出荷時の設叔 

- オプションの IDE デバイス：スレーブ 


ファイルべィ- 


増設ス□ット2 
増設ス□、ソト1 

CD-ROM 
ドライブ- 


<標準状態> 


?| 。〇。。。。。〇。。。。。。。。。。。。。。。う 

汾紙汾汾重 


.啜敬啜啜啜お 

000000000000 



9。^^醫6 


E ) ⑥ 


000000000000000 ~1 
。腸®潑册@1^ 


5.25 インチ 
デバイスベイ 


ファイルベイ 



くへー ドディスクドライブデバイス 
実装キットを搭載している場合> 


ハー ド テイス 
クドライブデ 
バイス実装 
丰ツト 


@壤!察纖赛誦。@‘ 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取りがけます。ここでは標準装備のファイルベイを中ム 
に説明しています。八ードディスクドライブデバイス実装车ットについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

• SCSI 接続の場合 


1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取りがけるデバイスの設定は下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取りがけられていない場合は 
終端抵抗 ON に設定して < ださい。 


—"〇 SCSI デバイスを搭載ずる場 S ホ、 SCSI のび同じケーブルに接続されている 
■to 他の機器と重な5ないように設定してください。 


2. 126ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 127ページと13日ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取り 
外す。 

4. 標準装備の CD - ROM ドライブとフ□ッピーディスクドライブ、デバイスベイに搭 
載しているデバイスからすべてのケーブルを取り外す。 


己.増設ス □ッ ト1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 



@ 

r き敬殺き敬殺お 。 


@ 

r 。〇。。。。。〇。。。。。。か。。。。〇。 C 
[ 紙紙を微微を器 

ド 




@ 

〇 1 m 1 III ] □ 




h 叫 

回 L][ZI 

.)◎ ◎ 



® ® ® 

® H 


( 

内贈 




取りがしたダミーカバーは大切に保管してくださし、。 




ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
ロット2のダミーカバーも取り外してください。 
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6. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


7. 左ちのリリースタブを押しながら 
増設ス□ット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 




8. 装置側面から取り付けた日.2日インチデバイスにインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 


フ□、ソピーディスクドライブのインタフェースケーブルは1ピンを示すホい線 
医!^ がある端がマザーボード側(こ向くようじして接続してください。 



9. 本体を組み立てる。 
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1日. SCSI コント□-ラの BI 日 S ユーティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

11. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインスI-ールする。 

詳し<はデバイスじ添付の説明書を参照して<ださい。 

• IDE 接続の場合 

1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取りがけるデバイスの設定は下のとおりです。 


デバイス 

設定 

IDE デバイス 

終端抵抗 OFF 


2. 126ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 127ページと13日ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取り 
外す。 


4. 標準装備の CD-ROM ドライブとフ□ッピーディスクドライブ、デバイスベイに搭 
載しているデバイスからすべてのケーブルを取り外す。 


5. 左ちのリリースタブを押しながら 
標準装備されている CD-R 日 M ド 
ライブを取り外す。 


6. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 
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7. 左ちのリリースタブを押しながら 
CD - R 日 M が入っていたス□ット 
にデバイスをゆっくりと差し込 
む。 


r カチ、ソ」と音がして□、ソクされる 
まで押し込んで<ださい。 



8. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外してダ 
ミーカバーを取り外す。 



取りがしたダミーカバーは大切に保管してくださし、。 


9. 左ちのリリースタブを押しながら 
CD - ROM ドライブを増設ス□ッ 
卜1にゆっくりと差し込む。 


r カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し a んで < ださい。 
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10. 装置側面から取り付けた日.2日インチデバイスにインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

フ□、ソピーディスクドライブのインタフェースケーブルは1ピンを示すホい線 
反て巧] がある端がマザーボード側(こ向くようにして接続してください。 



11. 本体を組み立てる。 

12. IDE コント□-ラの BI 日 S ユーティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは IDE コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

13. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳し<はデパイスに添付の説明書を参照して<ださい。 


取り外し 

ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、ダミーカバーを取りがけてください。 
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増設 HDD ケージ 

N8 154-09 増設 HDD ケージ似降、 「HDD ケージ」と呼ぶ）は、4台の SATA 八ードディスク 
ドライブでディスクアレイを構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源 
ON 中）に八ードディスクドライブの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機 
能を提供します。 


取り付け 


次の手順に従って HDD ケージを取り付けます。 


1 . 126ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 127ページを参照してレフトヴ 
イドカバーを取り外し、フ□ント 
7スクを開<。 



3. A - ドディスクドライブをすでに搭載している場含は、八ードディスクドライブに 
接続しているインタフ I ースケーブルと電源ケーブルを外す。 


4. 本体前面からドライブキャリアを 
固定しているネジ2本を外す。 


己.つまみを持ち、ドライブキャリア 
を引さ抜く。 

6. 同様に残りの3つのドライブキャ 
リアを引き抜く。 
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取りがしたドライブキャリアや余ったネジは大切に保管してくださし、。 


^ 取り付ける装置によってネジの位置が異なります。図を参照して本体に HDD 
区エック I ケージを確実(こ固定してください。 



9. フ□ントマスクを閉じる。 
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10. 本体の底面についているスタビラ 
イヴ （4 個）を内側に折り置む。 



11. ち側のカバーが底面を向くよラに 
して本体を横置さにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



12. ディスクアレイコント□ーラが本体に実装されていることを確認する。実装されて 
いない場合は、ディスクアレイコント□ーラを実装する。 


^ ディスクアレイコント□ーラの取り付け方まについては、49ページまたは84 
区エック I ぺージを参照して < ださい。 


13. (下の図を参照して、 SATA ケーブル （ HDD ケージ添付） I 2 C ケーブル、電源 
ケーブル（ディスクアレイコント□ーラ添付）を接続する。 


電源ケーブル 
にピンコネクタ） 


SATA ケーブル 
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15. SATA ケーブルを RAID ボード ( SATA ) に接続する。 

SATA ケーブルには接続先のチャネル番号を示すラベルが貼り付けられています。 
ラベルの番号と同じポート（コネクタ）に接続します。 




図は N 81 03-89 のオプション RAID ボードの場合を示しています。 

ボードによってはコネクタの配置やチャネル番号の割り当てが異なります。 
詳しくはボードに添付のユーザーズガイドを参照してください。 



16. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

17. 装置を立て、フ□ントマスクを開く。 









































160 内蔵オプションの取り付け 


18. SATA ホットプラグ八ードディス 
クドライブを HDD ケージに取り 
付ける。 

八ードディスクドライブのトレー 
にある八ンドルを完全に開いた状 
態にして、 HDD ケージの奥に奕き 
当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレバーを閉じて 
固定します （r カチ、ソ」と音がして 
□、ソクされます)。 



wO 辭社び推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


図を参照して八ードディスクドライブ（トレー）の向きを確認してか6差し込 
民エック I んで<ださい。またレバーを閉じた際(こレバーのフックが HDD ケージのフレー 
ム (こ引つ かかっている ことを確認してください。 


Peb 


HDD ケージの上側3つのスロットにはハードディスクドライブを搭載していな 
いハードディスクドライブトレーが取り付けられています。2台目に(降のハー 
ドディスクドライブを取り付ける場合は、この後の「取り外し」の説明を参考 
にハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付けてください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 


ドライブ车ャリアは、八ンドル部にある緑色のタブを押して八ンドルを手前に止まるまで開く 
と HDD トレーから解除されます。 

トレーと八ンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取りがけてください。 


wO 本体の電源び ON の間に複数台のノ V— ドディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


19. フ□ントマスクを閉じる。 


取り外し 


HDD ケージは「取りがけ」と逆の手順で取り外すことができます。 
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マザーボード 


リモートマネージメント 
つネクタ 


© 


© 


國 


© I リリリリリリ1@ 


リモートマネージメントカード (RMC) 

リモートマネージメントカード (RMC) は、業界標準のサーバマネージメントインタフェース 
である IPMI1.5 準拠のベースボードマネージメントコント□ーラ (BMC) を搭載した本体管理 
用の拡張カードです。 RMC を装着すると次の機能が力□わります。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 /FAN の監視 

• 口 anaScope による LAN/WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON/ 
OFF、 システムイベント□グ (SEL) の確認など） 

• ESMPRO を利用した本体管理-監視-通報機能の拡張（詳細は4ページを参照） 

，■〇 RMC は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れ 
巨^ て身体の静電気を逃がしてか 5RMC を取り扱ってください。また、 RMC の端 
子部分や部品を素手で触ったり、 RMC を直接机の上に置いたりしないでくだ 
さい。静電気に関ずる説明は12日ページで詳しく説明していまず。 













































































162 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順で取り付けます。 


1 . 126ページを参照して準備する。 

2. RMC の裏面に緩衝材を取り付け 
る。 

緩衝材を2段重ねで1ケ所に貼り 
付けてください。 


3. RMC を斜めにしながら差し込み 
ます。 


RMC の端子部にある羊ース□、ソ 
卜をマザーボードの RMC コネク 
夕の羊一を合わせて差し込む。 



4. RMC を押してマヴーボード側へ 
倒す。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされ 
ます。 


日.コネクタ左ちにあるレノ く一で 
RMC が固定されていることを確 
認する。 




6 . 


本体を組み立てる。 
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7. 本体の電源を日 N にして P 日 ST 画面で下に示すメッセージ外のエラーが表示さ 
れていないことを確認する。 

H/W ConTiguration of BMC is corrupted. 

! [Update BMC H/W Configuration by configuration tool! ! 
! !Re f e r to BMC configuration manuaL!! 

POST のエラーメッセージの詳細については 278 ページを参照してください。 

W -0 本装置用の設定を行っていない場合、起動直後の POST に時間びかかりまず。 


8. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブにセットして、 
EXPRESSBUILDER から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメン 
トカードの初期設定」を選択してファームウェアをアップ□ードする。 

詳しくは228ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Server 」 メニューのに乂516の Management 」 に 「 BMC 」 
に関する項目と [■SDR Revision」、「PIA Revision 」 が表示されていることを確 
認する。 

表示されていない場合は RMC を取り付け直してください。 

1日. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧くださ 
い。 

11. EXPRESS 巨 UILDER を使ってシステムのバックアップをとる。 


W -0 故障による交換の際は、保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って 
Bra 操作してください。 



システム情報のバックアップの方まについては58ぺージ、または91ぺージで説 
明しています。なお、リストア （復旧） は作業を熟知した保ず員に(外は行わな 
いでください。 


12. ESMPR 日/ ServerAgent をインス I ルしている場合は更新インストールする。 

本体の情報を正しく採取するためです。必ず更新インストールを実行してくださ 
し^。詳しくは、 ESMPRO/ServerAgent インストレーションガイドを参照してくだ 
ぎい。 









164 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り外し 


1 . 12目ページを参照し準備する。 


wO 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続けてくだ 
さい。電源コードを取り外してか53〜4秒ほど RMC は動作を続けている場合 
びありまず。 RMC の動作び完全に停止してか5作業を続けてください。 


2. RMC コネクタの両側にあるク 
リップを開<。 

RMC の□ックが解除されます。 



3. RMC をコネクタから抜き取る。 

4. SETUP を起動して 「 Server 」 メニユーに 「Event Lo 呂 Configuration 」 の項目 
が表示されていないことを確認する。 

RMC を取り外すとその他一部のメニューや情報が表示-操作できな<なります。 

己. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧くださ 
い。 

6. ESMPR 日/ ServerA 呂 ent をインストールしている場ちは更新インス I -- ルする。 

本体の情報を正しく採取するためです。必ず更新インストールを実行してくださ 
い。 
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ヶーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 


P 面 


ここで示す図は接続を中ん、として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


J \- ドディスクドライブの増設 

八ードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

シリアル ATA ディスク搭載の場含 

八ードディスクドライブを増設した場合は、次の國のとおりにケーブルを接続します。八ード 
ディスクドライブは上から順に取りがけてください。 



シリアル ATA 八ードディスクドライブを2台接続している場合は、マザーボード上のコント 
□ーラ ( HostRAID) を利用して2台の八ードディスクドライブでディスクアレイを構築する 
ことができます。構築できる RAID レベルや構築方法の詳細については、 「RAID コンフィグレー 
シヨン」 （209 ページ）を参照してください。 









































166 ケーブル接続 


SCSI ディスク搭載の場含 

八ードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します (SCSI 
ケーブルじよってはコネクタの数が違います)。八ードディスクドライブは、上から SCSI IDO 、 
ID 1、 ID 2 の順に取り付けてください。インタフェースケーブルの終端に一番おいコネクタが 
SCSI IDO の八ードディスクドライブへ、その次のコネクタが SCSI ID 1 の八ードディスクドラ 
イブ、最後に SCSI ID 2 の八ードディスクドライブへ接続し、最端のコネクタをマザーボード 
上の SCSI カードのコネクタへ接続します。 
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ディスクアレイコント□ーラ （ SATA ) [ N 8103 -89] との接続 

シリアル ATA 八ードディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□ーラ 
( SATA ) にも接続することができます。ディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) は、データ 
の信頼性を向上させるためじ用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と RAID 1、 
RAID 5 の RAID レベルをサポートしています。 

• RAID 0 (ストライピング） 

八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を「ス 
トライピング」と呼びます。搭載している八ードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことにより八ードディスクドライブ単体で使用しているときじ比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 


p-O • データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 
量3 ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障ずる 

とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
りまず。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方まを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときじ同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 


• RAID 日(ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより4台の八ードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量ホ、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


• データを4台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、4台の八ードディスクドライブの総容 
量より若干容量び少なくなります。 


ディスクアレイを構築するには最低2台の八ードディスクドライブが必要です。また、接続に 
使用するインタフェースケーブルはディスクアレイコント□ーラ （ SATA ) に添付のケーブル 
を使用します。八ードディスクドライブに接続していたケーブルは取り外して、大切に保管し 
ておいてください。 










168 ケーブル接続 



j \- ドディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 



IDE ケーブル FDD ケーブル 


S - ATA ケーブル 


内蔵八ードディスクドライブのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブル 
をマザーボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) に接続してくださ 
い。ディスクの状態（ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレイ 
コント日ーラ ( SATA ) 用のユーテ イリテイ 「 Web-based Promise Array Manager 」 から確 
認します。ユーティリティはディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) に添付のユーティリティ 
です。 
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ディスクアレイコント□-ラ (SCSI) [N81 03-80] との接続 

SCSI 八ードディスクドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□-ラ （ SCSI ) と 
接続し、 SCSI 八ードディスクドライブをディスクアレイ構成じすることができます。サポー 
卜している RAID 構成は、 RAID 0 (スト ライピング）と RAID 1 (ミラーリング）、 RAID 5 (スト 
ライピング十パリティ）です。異なるインタフェースを持つ八ードディスクドライブの混載は 
できません。また、 Disk 増設崖体にディスクアレイコント□ーラを接続することはできません。 
HDD デバイスベイ変換羊、ソト （ N 8154-02) を使用することで SCSI 八ードディスクドライブの 
ホ、ソトスワップができます（デバイスベイ変換羊、ソト( N 8 154-03) が必要）。 


两-〇 N 81己 4-02 を搭載する場合、3.已インチデバイスベイへの八ードディスクド 
置3 ライブの搭載はできません。 


• RAID 0 (ストライピング） 

八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を「ス 
トライピング」と呼びます。搭載している八ードディスクドライブへ処理を分散させる 
ことにより八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 




• RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方まを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障しても、もう片方の正 
常な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 


• データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 
ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障する 
とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 



• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なりまず。 
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• RAID 日(ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより4台の八ードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 


• データを4台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、4台の八ードディスクドライブの総容 
量より若干容量び少なくなりまず。 


ディスクアレイを構築するには最低2台の八ードディスクドライブが必要です。また、接続に 
使用する SCSI ケーブルは別売のケーブルを使用します。 

下図において、 SCSI ケーブルによってはコネクタの数が異なります。 



IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


SCSI ケーブル 
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• J 広張ファイルベイの場合 



ディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵八ードディスクドライブに接続した場合は、八一 
ドディスクドライブのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブルをマザー 
ボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□ーラに接続してください。ディスクの状態 
(ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など）はディスクアレイコント□ーラ用の 
ユーティリティ [Power Console 円 us 」 から磕認します 。 Power Console 円 us はディスクア 
レイコント□ーラに添付のユーティリティです。 
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5.25 インチデバイスの接続 

5.25 インチデバイスベイには SCSI デバイスと IDE デバイスを搭載することができます。 


SCSI デバイスを搭載ずる場合 

SCSI 八ードディスクドライブが搭載されている場合は、 SCSI コント□-ラから八ードディス 
クドライブを経由して SCSI デバイスに接続できます。接続に使用する SCSI コント□ーラと 
SCSI ケーブルは別売です 。 SCSI ID は他の SCSI デバイスと重複しないように設をしてくださ 
し^。別売の SCSI ケーブルに SCS 暇続の終端をするためのコネクタが取りがけられている場合 
は、 5.25 インチデバイスの終端の設をを無効じしてください。 

• 標準状態の場合 



IDE ケーブル FDD ケーブル 


SCSI ケーブル 
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SCSI 八ードディスクドライブを搭載していて八ードディスクドライブとは別のコント□-ラ 
で SCSI デバイスを制御したい場合は、オプションの SCSI コント□-ラと内蔵 SCSI ケーブルが 
必要です。取り付けた SCSI コント□ーラは内蔵型/外付け型の両方の SCSI デバイスと接続す 
ることができます。 SCSI コント□-ラと 5.25 インチデバイスの接続は次のとおりです。 



IDE ケーブル — FDD ケーブル 1= SCSI ケーブル 

SATA ケーブル 


別売の SCSI ケーブル I こ SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取りがけられている場合は、 
5.25 インチデバイスの終端の設をを無効にしてください。 

外付けデバイスの場合ち別売の SCSI ケーブルが必要です。 

SCSI コント□ーラの同ーチャネルじ接続するデバイスの SCSI ID は、重複しないように設をを 
してください。 














































174 ケーブル接続 


IDE デバイスを搭載ずる場合 

接続に使用する IDE コント□-ラと IDE ケーブルは別売です。 

• 標準状態の場合 

- SATA 



- SCSI 



外付けデバイスの場合ち別売の IDE ケーブルが必要です。 
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電源ケーブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブルじ(外は本装置では使用しません。 

• 標準状態の場合 

- SATA 


P 1 



P 3 

P 4 

P 5 

P 6 

P 10 

P 11 

ドに 

P 13 


- SCSI 


P 1 



電源ケーブル 




































































176 ケーブル接続 


• 増設 HDD ケージを接続の場合 

- SATA 


P 3 

P 4 

P 5 

P 6 

■ P 7* 

P 8 と P 9 


* 未使用コネクタ 

• 拡張ファイルベイの場合 

- SCSI 


P 3 

P 5 

P 6 


P 7 〜 P 14 は未使用 


P 1 P が 



P 1 



電源ケーブル 


電源ケーブル 


* 未使用コネクタ 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要びできます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場台、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 







178 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 



本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter passwordC J 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます 。 r Used では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューがあることを示ず 


現在表示しているメニューを示す 



Assert NMI on SERR : [EnabLed] 

Post Error Pause : CEnaoLed] 

AC-LINK : : Last S 

Power On Delay Time : [ 0] 

BMC IRQ : [11] 

FRB-2 Policy : [Retry 

Boot Monitor : CDisabL 

Boot monitor Policy : [Retry 

Thermal Sensor : [EnabLe 

Platform Event FiLtering : [Enable 



オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help t i Select Item - / + ^ange Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--► Select Menu Enter SaLect ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


丰一の機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


カーソル 羊 一 （tU 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

カーソルキー（^、一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 
<— >キー/<十> 车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

く Enter〉 丰一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 

<Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 

<F1>+- 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> 羊一を押すと、元の画 
面に戻ります。 

く F9> 羊一 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

く F 10> 羊一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を W します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

rMain」 一 fSystem Time」 （時刻の設を） 
rMain」 一 fSystem Date」 （日付の設定:） 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 一 「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Stay Off」 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMain」 一 f Primary IDE Master」 一表示を確認する 

SATA 八ードディスクドライブで RAID を構築する 

「Advanced」 一「1/0 Device Configuration」 一 「SATA Controller Mode Option」 一 
rEnhancedJ を設定:し、 「Advanced」 一「1/0 Device Configuration」 一 「SATA RAID 
Enable」 一 「Enabled」 一 RAID のコンフィグレーシヨンを行う （190 ぺージを参照する） 

两"〇 「Load Setup Defaults 」 や CMOS クリアを行った場合は必ず、 Enabled 」 
■M に設定を戻してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディ 
スクドライブのデータび壊れる場合びあります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Power On」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Stay Off」 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「巨〇如」起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> 羊一を押しても表示させることができます。 

コンソール端末か！5制御する 

「Server」 ^ [Console Redirection」 一それぞれの設ををする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動す 
るとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

「Advanced」 一 fMemory Configuration」 一 「Extended RAM Step」 一 riM 目」一再 
起動すると詳細テストを実行する 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain」 一 「Advanced Processor Options」 一 「Processor 1 CPUID」 一表示を磕認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「Advanced Processor Options」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 一再起 
動するとクリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 「Off (起動時に無効 ） /On (起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする（オプションのリモートマネージメントカードを装着時） 

「Server」 一 「Event Log Conriguration」 一 「Clear all Event Logs」 一 <Ente 「>+ —— * 
再起動するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor） 、ューザーパスワード （User） の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

「Advanced」 一「1/0 Device Configuration」 一それぞれの機器に対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


ディスクアレイコント□ーラボードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM れス□、ソト番号)」一 
「Enabled」 

J \- ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


W-0 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATAA — ドディスクドライブ 
をディスクアレイで使用している場合は必ず 、 rAdvancedJ メニューの 
「 1/0 Device Confi 呂 uration」-► I^SATA Controller Mode 
Option 」 をに 1 ホ 311 〇目 (11 に設定し 、 rAdvancedJ メニューの「 1/ 
0 Device Configuration」-► |"SATA RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 
に設定してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディス 
クドライブのデータび壊れる場合びありまず。 


BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保巧する 

「Exit」 一 「Save Changes」 
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パラメー タと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

参 Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


Advanc 



System Time : 

[[0:18:58] 

Item Specific Help 


System Date : 

[05/23/2005 ： 

く Ta い，く Shift - Tab>, or 

Legacy Diskette A : 

[1.44/1.25 MB 31/2 "] 

<Enter> selects field. 

Legacy Diskette B : 

[Disabled ： 


Hard Disk Pre-DeLay : 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[250GB SATA1] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 


► IDE Secondary/SLave ParaLLeLATA 

[None] 


► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 


► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 


► Advanced Processor Options 



Lsngusge : 

[English (US)] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System i.ime 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

360 Kb 己 % 

1.2 MB 5 V 4 

720 Kb 3 V 2 
[1.44/1.25MB 3 V 2 ] 
2.88 MB 3 V 2 

フ□、ソピーディスクドライブ（標準装備） 

の設定をします。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

360 Kb 己 % 

1.2 MB 5 V 4 

720 Kb 3 V 2 
1.44/1.25MB3 V 2 
2.88 MB 3 V 2 

本装置(こは 2 台目のフ□、ソピーディスクドラ 
イブはありません。化荷時の設定のまま(こ 
しておいてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて内蔵の DE 八ードディスク 
ドライブにアクセスする際に八ードディス 
クドライブの準備のための待ち時間を設定 
します。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

IDE Secondary/Master 

IDE Secondary/Slave 

Serial AT A Channel 0 

Master 

Serial AT A Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスのタイプを表示します。 

シリアル ATA じ八ードディスクドライブを 1 
台のみ接続した場合、デバイスの情報は 
Primary IDE のエリアに表示されます。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいて < ださい。 

Advanced Processor 

Options 

— 

サブメニューを表示します。夕ぺージを参 
照してください。 

Language 

正 nglish(US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 化荷時の設定 


W "0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇た〜3己で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止が態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced Processor Options 


Main メニユーで 「Advanced Processor Options」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Main 


Advanced Processor Options 

Item Specific Help 

Processor Retest C^] 

CPU Speed 2.80 GHz 

Processor 1 CPUID : 0F44 

Processor 1 L2 Cache : 1024 KB 

Hyper-Threading Technology CEnabled] 

No Execute Mode Mem Protection : [DisabLed] 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 

clear historical 

processor status and 
retest aLL processors 

on next boot. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサーのエラー情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプ □ セ、ソサー(こ対して 
テストを巧います。このオプションは次回 
起動時に自動的 ( こ「 N0 」に切り替わります。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ □ セ、ソサーの動作周波数を表示します 
( 表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプ □ セ、ソサーの D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサーの故障を示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プ □ セ、ソサーのセカンド（二次）キヤ、ソ 
シュサイズを表示します（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみせ 
て動作させる機能です。 Enabled に設定する 
と 1 つの CPU が 2 つに見えます。 

ミま： Hyper-threading Technology は、 
Hyper-threading Technology ( こ対化、し 
た CPU を搭載した場合のみ表示されま 
す 。 Windows Server 2003 JU 外の 0S を 
使用する場合は、 [Disabled ] (こ設定して 
ください。 

No Execute Mode Mem 
Protection 

Enabled 

[Disabled] 

脚 sabled] 設定時 、 XDfuture flag を " 0 " に設 
定します。本メニューは 、 Pentium 4 Pro¬ 
cessor EO SteppinglU 降のプ □ セ、ソサー実 
装時に表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Cormguration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Configuration 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[On] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor Specification : 

[1." 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己彰断 （ POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 □ ゴが表示されます。（ここで <Esc> 
キーを押すと POST の実巧画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data(POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは「 N0 」（こ切り替わります。 

NumLock 

[On] 

システム起動時 ( こ Numlock の有効/無効を設 


Off 

定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

POST 中にメモリや CPU のエラーをお化したと 


Halt 

きじ POST を中断するかどうかを設定します。 

Multiprocessor 

1.1 

マルチプ □ セ、ソサー仕様で対応するバー 

specification 

〔 1.4] 

ジョンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

InstaLLed memory 

256 MB 

Clears the memory error 

AvalLabLe to OS 

254 MB 

status- 

Used by devices 

2 MB 


DIMM Group #1 Status : 

Not InstaLLed 


DIMM Group #2 Status : 

Not InstaLLed 


DIMM Group #3 Status : 

Not InstaLLed 


DIMM Group #4 Status : 

Not InstaLLed 


Memory Retest : 

[国] 


Extended RAM Step : 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します。 

Available to OS 

— 

0 S で使用可能なメモリの総容量を表示しま 
す（表示のみ)。 

Used by devices 


本体内蔵の基本メモリ容量(こおいてをデバ 
イスにより使用されているメモリの総容量 
を表示します（表示のみ)。 

DIMM Group #1-#4 

Status 

実装容量 (ex 、 256MB) 
Not Installed 

Disabled 

メモリの現在の状態を表示します（表示の 
み）。「実装容量 (ex 、 256MB)J はメモリが取 
りがけ6れていて、正常であることを、 

「 N 饥 Ins ね lied 」 はメモリが取りがけられて 
いていないことを示します。 「 Disabled 」 は 
DIMM が故障していることを示します。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧するかど 
うかを設定します。 

Extended RAM Step 

1MB 

[Disabled] 

拡張メモリに対するテストを実行するかど 
うか、および実行する際のブ□ックサイズ 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Additional setup menus 
to configure embedded 
VGA controLLer. 


► Embedded NIC 
PCI Slot 1Option ROM 
PCI Slot 2 Option ROM 

PCI Slot 3 Option ROM 

PCI Slot 4 Option ROM 

PCI Slot 5 Option ROM 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — >• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration 


Item Specific Help 



PCI Configuration 

Advanced メニユーで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


項目については次の表を参照してください。 


[]： 出荷時の設定 

Embedded MC 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN Control 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の有効/無効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の BIOS の展開の有効/無効を設定するサブメ 
ニューを表巧します。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-5 Option POM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□、ソト(こ接続されているデバイス 
(ボード）に搭載されている目 IOS の有効/無 
効を設定するサブメニューを表示します。 
グラフィ、ソクスアクセラレータボードを取 
りがける際や、取り付けようとしている 
ディスクアレイコント□—ラおよび SCSI コ 
ント □ ーラなどに 0 S がインストールされて 
いる八ードディスクドライブを接続する際 
にはそのス□ットを 「 Enabled 」 に設定して 
ください。オプション ROM 目 IOS を搭載し 
た LAN コント□ーラボードを使用していて、 
このボードか6ネットワークブートをしな 
いときは 「 Disabled 」 にしてください。オプ 
ション ROM の展開を無効にすることにより、 
メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮させ 
ることができます。 



[]： 化荷時の設定 
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I/O Device Configuration 

Advanced メニューで n/O Device Configuration」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


I/O Device 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 


using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


[Disabled] 

Serial Port B : 

[Enabled] 


No configuration 

Base I/O address 

[2F8] 



Interrupt : 

[IRQ 3] 


[EnabLed] 




User conTiguration 

ParaLLeL port : 

[Enabled] 



Mode : 

[Bi-directionaL] 


[Auto] 

Base I/O address : 

[378] 


BIOS or OS chooses 

Interrupt : 

[IRQ 7] 


configuration 

PS/2 Mouse 

[EnabLed] 

(OS ControLLed) 


▼ 

Displayed when 



controLLed by OS 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < -- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


W-0 害 IJ り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してください。設 
定した値び他のリソースで使用されている場台は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

に F8 ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り} A みを指 
定します。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

3 F 8 
に F8 ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目に割り当てる割り} A みを指 
定します。 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレルポートを使用するかどうかを指定 
します。 

Mode 

[ Bi - directional ] 

EPP 

ECP 

パラレルポート(こ割り当てるモードを指定 
します。目 i-dire な ional は双方向で通常動作 
スピードで通信します。 EPP は拡張パラレル 
ポート規格で最大2日 MB / 秒での双方向 

DMA - 圧縮伸長による高速モード通信です。 
ECP は拡張パラレルポート規格で最大 2 MB / 
秒での双方向 DMA 圧縮伸長による高速モー 
ド通信です。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Base I/O address 

[378] 

278 

シリアルポート目に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

シリアルポート目に割り当てる割り込みを指 
定します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マ ウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 機器の有効/無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 機器の有効/無効を設定します。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目を正式にサポートしていない OS でも 

US 目キーボードが使用できるようじするか 
どうかを設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択します。 

ま意： 

特定の OS は Native Mode をサポートしてお 
りません。 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および PATA ドライブは自動檢化さ 
れ、 legacy mode として認識されます。 
Enhanced mode : 

SATA および PATA ドライブは自動お化さ 
れ、 native DE mode として認識されます。 

ミ主意： 

プレインス1 -- ルされている Windows 2000 
は、 Enhanced mode では動作しません。 

SATA AHCI Enabled 

[ Disabled ] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサポートしておりません。 
設定を Disabled から変更しないでください。 

SATA RAID Enabled 

[ Disabled ] 

Enabled 

オン ボー ド上の SATA インタ フエー スを 使っ 
たへー ドディスクドライブの RAID (ディス 
クアレイ）の有効/無効を設定します。 

ミ主意： 

異なる設定で SATA 八ードディスクドライブ 
か6起動するとデータが壊れるおそれがあ 
ります。 HostRAID を利用時は Bootable の設 
定を行ってください。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。項目の前に「 ► 」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニュー 
が表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer の证 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [DisabLed] 

Wake On RTC Alarm [DisabLed] 

EnabLed/DisabLed 

Multimedia Timer 

Support- 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< — >- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックを利用したスケ 
ジユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Wake On LAN/PME、Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体へ 
置3 の AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には 
Wake On LAN/PME、Wake On Rin 呂機能を利用ずることびできません。 
POWER スイッチを押下してシステムを起動してください。 AC 電源の供給を 
停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管理チップ上の Wake On 
LAN/PME、Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Security 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

cIBTHB] 

: Disabled ： 

setup utiLity. 

Password on boot : 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 

两"〇 • 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
g 屬 と設定できません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、保守サービス会社までお問い合せ 
<ださい。 













194 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password * 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グオンしたときのみ設定できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わない 
の設定をします。先(こスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

八ードディスクドライブのブートセクタへ 
の書き) A みを許巧するか禁止するかどうか 
を設定します。 


* に et Supervisor Password 」 でパスワードを登録したとき(こ指定できます。 

[]: 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して<日が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log ConTiguration 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

features- 

Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power On Delay Time : 

: 0] 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

CDisabLed] 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor : 

[Enabled] 


Platform Event FiLtering ; 

: [Enabled] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下記参照)。 

Power On Delay Time * 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か6 

2日日秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となります。 

BMC IRQ * 

Disabled 

[11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

FRB -2 Policy * 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FRB レベル2のタイマーに関する設定をしま 
す。 

Boot Monitor 

[ Disabled ] 

己 Minutes か 6 

60 Minutes の日分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO / ServerAgent をインス 
卜ールしてください。 ESMPRO / 

ServerAgent をインストールしていない OS 
か6起動する場合(こは、この機能を無効に 
してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitor Policy * 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] (こ設定すると、タイムアウ 
卜の発生後(こシステムをリセットし、 0 S 起 
動を3回まで試行します。 

[Retry Service 目 00 口(こ設定すると、タイム 
アウト発生後(こシステムをリセットし、 0 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*か6起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ 0 S 起動を常(こ試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが存在 
しない場合は、システムパーティシヨンか 
60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor * 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合(こ POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

Platform Event Filtering * 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) の 
通報機能が設定されている場合は、意□末を 
持ちません。 


* オプシヨンのリモートマネージメントカード搭載時のみ表示 

[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を下 
の表じ示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒 iU 上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 




UPS を接続している場合は 「PowerOn」 に設をします。 

UPS に接続している場合も1〇秒必上経過してから ON になるようにスケジュー 
リ ングの設をを してくださし、。 
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System Management 

Server メニューで l"System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 0N11 

856-125272-003 

Board Part Number : 123456789012 

Board Serial Number : [N 8100 -1053] 

System Part Number : 12%56789 A 

System Serial Number : 856-125272-001 

Chassis Part Number : 856-123456-789 

Chassis Serial Number : 856-123456-789 

BMC Device ID : 0001 

BMC Device Revision : 0001 

BMC Firmware Revision : 0001 

SDR Revision : 00.02 

PIA Revision : 

GBIA Module Version : 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

user mode. If any 
items require changes. 
Please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< —- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

B の S のパージョンを表示します（表示のみ）。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示のみ）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part Number 


シャーシの部品番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial Number 


シャーシのシリアル番号を表示します（表 
示のみ）。 

BMC Device ID * 


BMC(Baseboard Management Controller ) 

のデバイス D を表示します（表示のみ)。 

BMC Device Revision * 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
デバイスのレビジョンを表示します（表示 
のみ)。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management Controller ) 
ファームウエアのレビジョンを表示します 
(表示のみ)。 

SDR Revision * 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示します（表示のみ)。 

PIA Revision * 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示します（表示のみ)。 

GBIA Module Version 

— 

GBIA Module のバージョンを表示します 
(表示のみ)。 


* オプションのリモートマネージメントカード搭載時のみ表71^ 


























198 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


Console Redirection 

Server メニューで [Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端ホが接締されているシリアル 
ポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中(こ使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 
己 7.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレート） 

を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Remote Console Reset っ、 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端ホからリセ、ソトコマンドの有 
効/無効を設定します。 


* オプシヨンのリモートマネージメントカード搭載時のみ表 w 

[]： 出荷時の設定 
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EventLog Configuration 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、 U 下の画 
面が表示されます。 



この メニューは オプションの リモートマネー ジ メント カードを装着して いる 
場合にのみ表示-操作することができます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs : 

The system event Log 
wiLL be cleared if 

selecting "Yes". 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 














200 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Bo 饥メニューが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Boot 


Boot priority order: 


Item Specific Help 

1 

IDE CD: FX48++W-(SM) 



2 

Legacy Floppy Drives 


Keys used to view or 

3 

IDE 0: Maxtor 6Y120M0-(S1) 


configure devices: 

4 

IDE 2: 


Up and Down arrows 

5 

IDE 3: 


select a device. 

6 

IDE 5: 


<+> and <-> moves 

7 

PCI SCSI: SCSI Host 


the device up or down. 

8 

PCI BEV: IBA GE Slot 0500 v1228 LAN 


<f> and <r> specifies 

Excluded from boot order: 


the device fixed or 


IDE 1: 


removable. 


IDE 4: 


<x> exclude or include 


USB FDC: 


the device to boot. 


USB KEY: 


<1 - 4> Loads default 


USB HDD: 

boot sequence. 


USB CDROM: 



USB ZIP: ▼ 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時じこのメニューで設をした順番 I こデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<! >车一/く^ >车一、く十 > キー/ く一 >キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

をデバイスの位置へく t >羊一/< ^ >羊一で移動させ、く十>羊一/く一>丰一で優先順位を変更 
できます。 


EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順番に設定してくださ 
い。 
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Exit 

力ーソルを Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示 
されます。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して 
SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時じこの項目 
を選択します。ここで、 「No」 を選択すると、変更した内容を保をしないで SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 「Yes」 を選択すると変更した内容を 
CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


wO このオプションを実巧ずると、 「 Advanced 」 の n/ODevice Configuration 」 
■ta メニューの rSATA RAID Enabled 」 び 「 Disabled 」 に設定されまず 。 SATA 
内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。 
設定を変更せずに再起動ずると八ードディスクドライブのデータを壊すおそ 
れびありまず。 




「SATA RAID Enabled」 メニユーを表示させるには、 「Advanced」 メニユーの 
rI/O Device Configuration」-►「SATA Controller Mode Option」 を fEnhancedJ 
に設をしてください。 
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• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動するじ(前の設をに戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
羊一を押してください。リセットを実行します。 


W "0 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 










204 リセットとクリア 


CMOS メモ y のク y ア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアずる場合は本体内部のコンフィグレーション 
ジャンパスイ、ソチを操作して行います。 



• CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアツプユーテイリテイ 

の設定内容びすべてデフオルトの設定に戻ります。 


• その他のジャンノくの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となりまず。 


• CMOS メモリの内容をクリアずると、 BIOS SETUP ユーティリティの 

「Advanced」 の「1/0 Device Configuration」 メニューの TSATA 
RAID Enabled」 び 「Disabled」 に設定されます。 SATA 内蔵八ード 
ディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモ 
リのクリア後、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を 
「Enabled」 に変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せず 
に起動ずると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれびありま 
ず。 




「SATA RAID Enabled 」 メニューを表示させるには、 「 Advanced 」 メニューの 
「 I/O Device Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 「 EnhancedJ 
に設をしてください。 



マザーボード 
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次にクリアする方法を示します。 



警告 


A A 

A® 

咳蠻) 

€ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを巧かずに取り扱わない 



A ミ主意 



爪/^ 

A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 
参高温ま意 


wO 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
置3 どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関ずる説明は12己ぺージ 
で詳しく説明しています。 


1 . 126ページを参照して準備をする。 

2. 127ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

W-0 • 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してくださし、。 

胃^ • クリップをなくさないようを意してください。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

日.本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 
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6. P 日 ST 中にく F 2> キーを押して BI 日 S セットアッ フユーテ イリテイを起動して設定 
し直す。 


✓ 

1チ; L ック1 

SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
BIOS SETUP ユーテイリテイの 「Advanced」 メニューの TSATA RAID 
Enabled」 び 「Enabled」 になっていることを必ず確認してください。 
「Disabled」 のまま起動ずると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれ 
があります。 


「SATA RAID Enabled 」 メニ ューを表示させるには、 「 Advanced 」 メニ ューの 
rI/O Device Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 を「 Enhanced 」 
に設をしてください。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出)荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 目シリアルポート 

11 

PCI 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

己 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサー 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ DE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ DE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 


出!荷時では 、 Auto Detect じ設定:されています。 PCI ス□ットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のようじ設をを変更して<ださい。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 己 

PCI IRQ 己 

PCI ス □、ソ ト #1 

IRQ 11 

PCI IRQ 6 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 己 


























208 割り込みラインと I / O ポートアドレス 


• I/O ポートアドレス 


アドレス^^1 

使用チップ 

00- CF 7 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

40-43, 50-53 

タイマ1 

60 

キーボード/マウス 

61 

システムスピーカ 

64 

キーボード/マウス 

70-71 

リアルタイムク□、ソク、ノンマスカブルインターラプト 

81-8 F ， C 0 -DF 

DMA 1、 DMA 2 

A 0- A 1 

割り込みコント□ーラ2 

F 0 -FE 

コプ□セ、ソサーエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( DE プライマリバス） 

3 B 0-3 BB ，3 C 0-3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□、ソピーディスクコント □— ラ1、 DE コント□-ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

378-37 F 

プリンタポート 

4000 -403 F 

ネットワーク 

E 000 -EFFF 

PCIe ルートポート 


*1 16進数で表記しています。 

で PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数(こよって任意に設定されま 


す。 
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RAID コンフイグレーシヨン 


ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外付けの八ードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラと外付け増設ディス 
ク崖体などが必要です。詳しくはディスクアレイコント□ーラまたは外付け増設ディスク崖体 
に添付の説明書を参照して < ださい。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
まがあります。 


• SATA 八ードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


シリアル ATA 八ードディスクドライブの RAID 憤築 


本装置内蔵のマザーボードじある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブに台）のみです。 

• RAID0 ( ストライピング） 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブび1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
りまず。 


• RAID 1( ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なりまず。 








210 RAID コンフィグレーション 


J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、 
132ページを参照してください。 


w"0 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
置3 ださい。また、 RAID! を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めしまず。 


BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 

取りがけた2台の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、目 I 0 S セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設をが必要となります。 




出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をさ 
れています。 


次の手順で BIOS セツトアップユーティリティの設定を変更します。 


1. BI 日 S セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、177ページを参照してください。 

2. 「AdvancecU の「1/日 Device Configuration 」 メニューから |"SATA Control - 
ler Mode 日 ption 」 の設定を Enhanced 」 に変更し 、 |"SATA RAID Enable 」 
の設定を Enabled 」 に変更する。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 



3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し、 
BI 日 S セツトアップユーテイリテイを終了する。 


上で完了です。 
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設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設をおよび変更をす 
るためのユーティリティ 「ArrayConfiguration Utility ( ACU )」 の起動を促すメッセージが表 
W されます。 


Press く CtrL> く A> for Adaptec RAID Configuration 
UtUi ty 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照し 
てください。 


Array Configuration Utility (ACU) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動することができる 「Array Configuration 
Utility ( ACU )」 を使用した RAID の構築手順について説明します。 




RAID ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」を使用 
して構築することもできます。 

詳しくは導入編の29ぺージまたは66ぺージを参照してくださし、。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


起動の前(こ 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 
区エック I 目 IOS の設定変更を完了していることを確認してください。 




ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 


1 . 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く Ctrl > キーとく A > キー 
を押す。 


Press く CtrL> く A> for Adaptec RAID Configuration 
UtUi ty 


P 面 


ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更-削除をする 
216ページ 


RAID ドライブの□-レベルフォーマット 
やべリファイをする219ページ 


RAID の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 



• しりたん RAID を構築してしまったドライブの属性（手順目似降に示ず 
設定内容）は変更でをません。 

• RAID を構築ずる前に RAID ドライブを構成ずる八ードディスクドライ 
ブの物理フオーマツトをしてください。物理フオーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」に19ぺージ）を参照してください。 

• HostRAID を利用時は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の「ディスク 
アレイの管理」を参照し、必ず Bootable の設定を行ってください。 


1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （211 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリストから選び、く Inse け>キー 
を押す。 

く Insert 〉 羊一を押すと、ち側の 「Selected Drives 」 リストに追力□されます。削除し 
たい場合は、左側のリストから八ードディスクドライブを選択し、く Delete 〉 キーを 
押すと削除され、ち側のリストから消えます。 





• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RAID を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台に Lb です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを還択してください。 


• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニユーをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ218ぺージ」を参照して 
ください。 


己. く Ente「> キーを押す。 


RAID の詳細設定を行う 「Array Properties 」 画面が表示されます。 

6. カーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter > キーを 押す。 

選択できる RAID レベルは RAID 0 (ストライピング）と RAID 1 (ミラーリング）のい 
ずれかです。 
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7. 作成する RAID ドライブのボリユームラベル名を入力し、く Enter > キーを押す。 



8. く RAID 日を選択した場含のみ> 

ストライプサイズを 16 K 巨、または 32 KB 、64 KB 湖期設を）から選択し、く Enter 〉 
车一を押す。 

こ ストライプサイズは、初期設をの 64 KB を還択することをお勧めします。 

国 




「Create RAID via 」 では、 RAID レベル (Array Type ) との組み合わせでさまざまな 
RAID ドライブの作成方法を指をすることができます。詳細を次ページの表に示しま 
す。 
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RAID レベル 

Create RAID via の選択肢 

作成方法 

RAID0 

No Init 

新規で RADO ドライブを作成します。 

RAID0 

Migrate 

データが保をされている既をのドライブに 
対して新規ドライブを追加するマイグレー 
シヨン（移行）をします。本装置では 
「Migrate Iをサポートしていません。 

RAID1 

Build 

データが保をされている既をのドライブの 
内容を新規ドライブにコピーし、 RAD1 ド 
ライブを作成します。本装置では「目 uildl 
をサポートしていません。 

RAID1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 
ドライブを作成します。 

RAID1 

Quick Init 

新規で RAID1 ドライブを即座に作成します。 


W"0 「Mi 呂 rate」、「Build」 オプションは本装置ではサボートしていません。 


• 既存の RAID ドライブに新規ドライブを追加する場合は、あ6かじめ新 

民ェックI 規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません。 Adaptec Storage 
Manage'M を使用して RAID1 を構築してください。 

• Quick hit で RAID1 ドライブを作成すると、その後の整合性チェック 
(Consistency Check) で不整合を通知される場合がありますが、八一 
ドディスクドライブの故障や RAID ドライブの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示に従って整合を取り直してください。 

• RAID1 を構成する八ードディスクドライブのディスク容量が異なってい 
ても RAID1 ドライブを構築することができます。ただし、 「Build」 オプ 
シヨンで RAID1 ドライブを作成する場合、容量のルさい方の八ードディ 
スクドライブをコピー元または第1ドライブ(こ指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスク(こアップグレードされている 
RAID ドライブに対して 「Build」 オプションを使用して RAID ドライブを 
作成しないことをお勤めします。 


1日. l"Source Drive 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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11. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューから [Array Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設定（属性）情報の確認や RAID ドラ 
イブ（アレイ）の削除をすることができます。 


Main Menu = 
anage Arrays 
reate Array 
dd/De Lete Hot spa re 
nitiaLize Drives 


[Manage Arrays」 を選択後に表示される [List of Arrays」 画面にて、 Mark 
Bta Boo ね ble の設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定は、 <Ctrl> キーとく B> を同時に}甲し、その後表示され 
る確認メッセージにて 「Y」 を選択します。 

Mark Boo ね ble び設定されると、選択した Array の先勁こ「*」が表示されま 
ず。 
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• アレイ情報の確認 

Main Mem で 「Manage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築してい 
る RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、 < Ente 「> 羊一を押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプ□パティダイア□グボックスが表示されます。このプ□パティダイア□グボックス 
には RAID ドライブを構成している物理八ードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > 羊一を押すと1つ前の画面に戻ります。 


wO [Manage Arrays」 を還択後に表示される [List of Arrays」 画面にて、 Mark 
Bootable の設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定は、く Ctrl〉 キーとく B> を同時に}甲し、その後表示され 
る確認メッセージにて 「Y」 を選択します。 

Mark Bootable び設定されると、選択した Array の先頭に「*」び表示されま 
す。 


• アレイの削除 

アレイを削除ずる前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
ださい。削除を実行するとずベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すとアレイを構築し 
ている RAID ドライブの一覧が表示されます。 W 降の削除手順を W 下に示します。 


1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete 〉 キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter > キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 
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Peb 


表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 


3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。 「 No 」 を選択すると1つ前の画面に戻りま 
す。 

4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 


J \- ドディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためには八ードディスクドライブがイニシャライズされていなけれ 
ばなりません（イニシャライズされていない八ードディスクドライブは、 RAID ドライブを構 
築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます)。 


• イニシャライズを実行すると八ードディスクドライブ上のパーティシヨ 
ンテーブルを上書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻ずことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RAIDO ドライブを構成する八ード 
ディスクドライブをイニシャライズするとシステムび起動できなくなり 
ます。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （211 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから [Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「 Confi 呂 ure Drives 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



anage Arrays 
reate Array 
dd/DeLete Hot spa re 
onfiqure Drives 
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4. カーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを 
選び、く Inse け>キーを押す。 

日.もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

6. く Enter > キーを押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正し 
く選択していることを確認し、く Y > キーを押してイニシャライズを続ける。 


Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、八ードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやベリファイをする場合に使用するメニューです。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （211 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Disk Utilities 」 を選び、 

く Enter > キーを押す。 




4. 実わしたいメニューを選択し、く£口ぉ「>キーを押す。 
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— Format Disk 

直ちに対象としている八ードディスクドライブを□ーレベルでフォーマット 
します（ゼ□埋め込み)。購入時の SATA 八ードディスクドライブは工場化荷時 
に□ーレベルでフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドラ 
イブは、 RAID を構築する前にこのオプションを使ってフォーマツトをしてくだ 
ぎい。 


两-〇 □—レベルフ オー マツトは八ードディスクドライブ内のすべてのデータを消 
去します。フオーマツトを実行する前に八ードディスクドライブ内にある大切 
なデータのバックアップをとってください。 


— Verify Disk Media 

A - ドディスクドライブ内のメディア不良を橫化します。 


巨 00 table の設定 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法に11ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから [Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「 Mana 呂 e Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. 「List of Arrays 」 に、作成されている Array が表示されるので、く Ctrl > キーと 
く B > キーを押し、確認メッセージが表示されたら 「 Y 」 を選択する。 

「Mark Bootable 」 が設定されます。 
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己. 「 Mark 巨 00 table 」 が設定されたことを確認後 、 Array Confi 呂 uration Utility を終 
了し、本体装置を再起動する。 

「 Mark 目 00 table 」 が設定されたことは 、 [List of Arrays 」 にて表示されている Array 
の先頭に「*」が表示されることで磕認できます。 

再起動後、設定が有効になりまず。 
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